
　

五
明
地
区
の
状
況

　

五ご
み
ょ
う明
地
区
は
市
の
北
東
部
、
高
縄
山
や
大
月

山
の
南
麓
に
７
町
の
集
落
が
点
在
す
る
山
間

地
域
で
す
。
集
落
の
標
高
は
２
６
０
～
４
９
０

ｍ
で
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
域
で
す
。

地
域
内
に
は
、
松
山
市
の
水
が
め
石
手
川
ダ
ム

（
白
鷺
湖
）
に
注
ぐ
五
明
川
が
流
れ
、
季
節
が
到

来
す
る
と
鶯
や
国
蝶
の
大
紫
、
源
氏
蛍
が
群
生

す
る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
県
道

等
が
各
方
面
へ
整
備
さ
れ
、
市
内
中
心
部
へ
30

分
、
日
浦
・
粟
井
・
堀
江
・
潮
見
・
湯
築
・
道

後
方
面
に
15
～
20
分
で
通
う
こ
と
が
出
来
る
の

も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

人
口
は
記
録
の
あ
る
明
治
11
年
に
１
１
５
４

人
、
五
明
村
最
後
の
年
の
昭
和
30
年
は

１
２
２
８
人
で
し
た
が
現
在
は
５
２
０
人
で

す
。
し
か
も
将
来
を
担
う
年
少
人
口
が
昭
和
40

年
頃
ま
で
一
学
年
30
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
に
入
る
と
数
人
、
そ
し
て
現
在

は
ほ
ぼ
一
人
と
減
少
し
、
既
に
村
落
消
滅
の
事

態
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
ま
す
。
半
数
が
60
才
以
上
で
高
齢

化
率
は
43
・
８
％
で
す
。　
　
　

　

こ
の
人
口
減
少
の
中
核
は
農
林
業
従
事
者
の

動
向
で
す
。
山
に
囲
ま
れ
た
狭
隘
な
土
地
柄
、

そ
の
生
産
性
も
悪
く
、
加
え
て
生
産
価
格
の
低

迷
に
よ
り
一
定
の
収
入
を
求
め
て
都
会
で
暮

ら
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
因
み

に
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
農
林
業
世
帯
は
９
割

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
１
割
に
も
満
た
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
都
会
生
活

の
便
利
さ
へ
の
志
向
や
未
婚
率

の
増
加
・
少
子
化
傾
向
な
ど
一

般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
要
因
が

あ
り
、
さ
ら
に
五
明
地
区
に
は

以
下
の
二
点
も
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
四
国
最
大
都
市
の

一
部
で
す
か
ら
国
の
過
疎
対
策

の
対
象
地
域
に
入
れ
な
か
っ
た

点
。
松
山
市
に
お
い
て
も
、
行
政

全
体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
一
部
の

地
域
に
過
ぎ
ず
、
過
疎
対
策
は

置
き
去
り
に
さ
れ
た
嫌
い
が
あ

り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
継
続
の
要
で
あ
る
若
い
世

代
の
、
住
居
の
問
題
で
す
。
職
場
や
通
勤
の
便

は
あ
っ
て
も
、
結
婚
と
同
時
に
家
を
建
て
ら
れ

る
者
は
い
ま
せ
ん
。
ア
パ
ー
ト
等
の
借
家
を
求

め
て
地
域
か
ら
出
て
、
そ
の
後
五
明
に
は
戻
ら

な
い
ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
結
婚
時
に
そ
の
ま
ま
親
と
同
居
し
た

の
は
団
塊
の
世
代
ま
で
で
す
。
10
軒
程
度
の
借

家
が
少
な
く
と
も
30
年
以
上
前
か
ら
あ
っ
た
ら

と
悔
ま
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
狙
い

　

当
協
議
会
で
は
「
人
が
好
き 

自
然
が
好
き 

五
明
が
大
好
き
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
都

市
部
に
は
な
い
よ
う
な
地
域
課
題
に
対
処
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
小
学
校
の
存
続
、
高
齢

者
の
交
通
手
段
の
確
保
、
買
物
の
利
便
性
の
向

上
、
生
活
環
境
の
整
備
、
蔓
延
す
る
竹
林
の
整
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みんなでつくる地域活動組織
〜住民自らのまちづくりに向けて〜
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備
、
猿
や
猪
等
に
よ
る
農
作
被
害
の
防
止
、
伝

統
文
化
の
保
存
と
継
承
な
ど
多
様
で
す
。

　

そ
し
て
地
域
産
業
の
活
性
化
に
も
取
組
ん

で
い
る
最
中
に
あ
り
ま
し
て
、
イ
タ
ド
リ
の
栽

培
・
加
工
品
等
で
五
明
ブ
ラ
ン
ド
創
設
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
に
は
公
民
館
組
織
や
自
主
防

災
組
織
等
20
種
余
り
の
団
体
組
織
が
あ
り
、
組

織
間
の
連
携
も
狙
っ
て
い
ま
す
。
互
い
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
相
互
調
整
だ
け
で
な
く
事
業
の
効

果
・
効
率
の
た
め
に
横
と
の
連
携
に
こ
そ
活
路

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
地
域
の
安
心
を

テ
ー
マ
に
情
報
交
換
・
意
見
交
換
に
入
ろ
う
と

企
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
終
的
な
狙
い
は
、
住
民
自
治
で

す
。
松
山
市
の
広
報
委
員
制
度
の
沿
革
史
に
よ

り
ま
す
と
、
住
民
に
よ
る
自
治
組
織
は
、
昭
和

初
期
に
は
全
国
津
々
浦
々
に
あ
っ
て
、
行
政
側

か
ら
強
要
さ
れ
た
も
の
で
な
く
共
同
生
活
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
、
自
治
と
共
助
の
風
土
が
自
然

発
生
し
、
町
総
代
と
複
数
の
評
議
員
に
よ
り
民

主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が

満
洲
事
変
頃
か
ら
軍
国
化
に
よ
り
町
内
会
長

と
改
め
ら
れ
、
国
の
た
め
の
地
方
行
政
の
末
端

組
織
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
Ｇ
Ｈ
Ｑ
統
治
の
時
代

に
町
内
会
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
町
内
会
は
復
活
す
る
も
の
の
自

治
の
精
神
が
遠
く
忘
れ
去
ら
れ
、
共
助
の
精
神

も
利
己
主
義
の
風
潮
に
次
第
に
薄
れ
、
市
民
生

活
を
補
完
し
て
い
た
の
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
行

政
主
導
の
地
域
団
体
の
努
力
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
各
町
の
住
民
が
選
ん
だ
人
達
が
相
談
し
決

め
た
事
を
住
民
が
協
力
し
て
物
事
を
前
に
進
め

て
行
く
こ
と
が
自
治
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

行
政
は
総
合
計
画
を
基
に
展
開
し
ま
す
の
で
、

行
政
や
個
々
の
人
が
住
民
自
治
を
ど
う
捉
え
る

か
が
焦
点
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
課
題

　

活
動
資
金
や
人
材
の
不
足
の
ほ
か
に
、
現
に

地
域
を
支
え
て
い
る
50
代
・
60
代
の
方
た
ち
の

健
康
が
課
題
で
す
。
癌
な
ど
も
多
く
、
怪
我
も

あ
り
ま
す
。
家
族
の
場
合
も
あ
り
、
小
さ
な
集

落
で
は
人
材
不
足
に
直
面
し
ま
す
。
最
終
的
に

は
住
民
の
一
人
一
人
か
ら
根
強
い
信
頼
を
得
る

こ
と
が
大
切
な
課
題
で
す
。

　

過
去
の
失
敗
に
つ
い
て

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
に
当
っ
て
、
既

存
の
区
長
会
（
町
内
会
長
連
合
）
を
ベ
ー
ス
に

し
た
組
織
に
こ
だ
わ
る
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。
住
民
と
の
心
理
的
乖
離
に
繋
が
り

か
ね
な
い
の
で
。

　

設
立
４
年
目
を
迎
え
た
今
年
４
月
、
松
山
市

の
広
報
委
員
制
度
廃
止
に
併
せ
、
区
長
会
の
メ

ン
バ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
支
部
長
と
し

て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
は
組
織
的
に
一
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て

　

田
舎
の
山
村
に
は
、
よ
そ
者
排
除
の
傾
向
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
村
を
確
実
に
守
ろ
う

と
す
る
意
識
が
仇
な
の
で
し
ょ
う
か
？
新
し
く

住
む
人
を
素
直
に
認
め
る
佛
の
よ
う
な
懐
の
広

さ
が
過
疎
地
卒
業
の
鍵
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

＜Ｈ24日野学園と調印式＞
知的障害者の自立支援に協力

＜H25イタドリ試験栽培＞
時代を開く愛大生の若い力と

　＜Ｈ25合同部会＞
順調には進まないのがまちづくり？

＜Ｈ25役員会＞
ストーブを囲めばすんなり決断？
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